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学論』（1901 年に構想を固め、東京帝国大学で 1903 年～1905 年まで講義し、1907 年出版）
や、「文芸の哲学的基礎」（1907 年 4 月に東京美術学校文学会の開会式で講演。同年講演の
筆記録として出版）、「創作家の態度」（1908 年 2 月に東京青年会館で講演。同年出版）の
内容に、二つの著作が影響していると推測される(2)。 
さらに、1910 年に『多元的宇宙』を読んでいる。これは 1910 年 8 月 24 日のいわゆる「修
善寺の大患」、すなわち、彼が持病の胃潰瘍による大量吐血をして人事不省となった時期と

































































































































































  （い）知の働く場合（真の理想） 
  （ろ）情の働く場合（善の理想） 
  （は）意志の働く場合（荘厳の理想） 
（真善美壮それぞれの理想には、反対の状態として偽悪醜弱が対応する。） 
 






























































































章「思考の流れ（The Stream of Thought）」の影響のもとに成立していることである。 















するというジェイムズの記述(ibid., p. 289)と重なるものとも理解できる(18)。 
 




































































































































































(1) 資料に関して主に以下の著作や註(2)にあげた諸論文を参照した。『群像 日本の作家１ 夏目漱石』（小



















集』第１５巻, 1995, 62 頁)。ちなみに、「１８世紀英文学」をテーマにした 1905 年のこの講義では、イギリ
ス経験論が紹介されている。 
(5) 「基礎」と「態度」の 2 講演については、次の全集版から引用し、その頁数を示す。『漱石全集』第１
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る部分がある (James, 1950, vol. 1, p. 309)。後者については、心の選択作用に関して、理性の働く推論や、美
的、および倫理的な分野で選択が働くことをジェイムズが述べている部分がある(ibid., pp. 286-288）。 
(19) この説を述べる直前に、ジェイムズは過去の心理学における感情についての単なる記述的文献が総じ
て退屈であるのに比べて、具体的な事象を通じて感情が表現される小説がわれわれの興味を喚起し、喜び















いて、自分の自由を発揮する」(“Diary: April 30, 1870.” John J. Mcdermott, ed., The Writings of William James, 
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